
路
上
で
の
接
触
防
止

三
井
住
建

道

路

点
群
デ

タ
転
用

構造物と
施工機械

シ
ス
テ
ム
の
イ
メ

ジ
︵
報
道

発
表
資
料
か
ら
︶

　
三
井
住
建
道
路
は

Ｂ
Ｉ
Ｍ

／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
デ

タ
を
用
い
て
施

工
機
械
と
道
路
上
に
あ
る
構
造

物
の
接
触
防
止
シ
ス
テ
ム
を
開

発
し
た

起
工
測
量
で
得
た
３

Ｄ
点
群
デ

タ
を
安
全
管
理
に

転
用
し

道
路
上
の
障
害
物
と

な
る
箇
所
の
座
標
と
高
さ
を
抽

出
す
る

Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
︵
全
球
測

位
衛
星
シ
ス
テ
ム
︶
で
取
得
し

た
施
工
機
械
の
位
置
情
報
を
リ

ア
ル
タ
イ
ム
に
照
合
さ
せ
る
こ

と
で

障
害
物
へ
の
接
近
を
光

と
音
で
危
険
を
知
ら
せ
接
触
を

防
ぐ


　
同
社
に
よ
る
と

道
路
の
維

持
・
修
繕
工
事
や
電
線
共
同
溝

工
事
の
現
場
で
は
切
削
機
や
バ


ク
ホ
ウ
と
い

た
施
工
機
械

で
作
業
す
る
際

の
ぼ
り
旗
の

設
置
や
誘
導
員
の
配
置
に
よ
る

安
全
対
策
を
講
じ
て
も

ヒ



マ
ン
エ
ラ

に
よ

て
道
路

上
の
施
設
や
架
空
線
を
破
損
し

て
し
ま
う
ケ

ス
が
完
全
に
は

避
け
ら
れ
な
い

そ
こ
で
今
回

の
﹁
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
デ

タ

利
用
近
接
構
造
物
接
触
防
止
シ

ス
テ
ム
﹂
を
開
発
し
た


　
国
土
交
通
省
の
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ

Ｉ
Ｍ
活
用
工
事
で
は
起
工
測
量

で
３
Ｄ
デ

タ
を
取
得
す
る
た

め

今
回
開
発
し
た
シ
ス
テ
ム

を
活
用
す
る
た
め
新
た
に
デ


タ
を
取
得
す
る
作
業
は
不
要
と

な
る


　
同
社
は
同
省
関
東
地
方
整
備

局
横
浜
国
道
事
務
所
発
注
の

﹁
有
馬
電
線
共
同
溝
工
事
﹂

︵
川
崎
市
宮
前
区
︶
で
使
用
す

る
こ
と
を
想
定

さ
ら
に
道
路

上
の
障
害
物
だ
け
で
な
く
地
下

埋
設
物
に
も
対
応
し
た
シ
ス
テ

ム
開
発
も
目
指
す

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建
機
と
構
造
物
の
接
触
回
避

Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
と

点
群
デ

タ

位
置
情
報
を
把
握

三 井 住 建
道路が開発

接
触
防
止
シ
ス
テ
ム
の
イ
メ

ジ

　
三
井
住
建
道
路
は

Ｂ
Ｉ
Ｍ
／

Ｃ
Ｉ
Ｍ
デ

タ
を
利
用
し
た

近

接
構
造
物
と
の
接
触
防
止
シ
ス
テ

ム
を
開
発
し
た

道
路
上
に
あ
る

標
識
や
街
路
灯

架
空
線

近
接

構
造
物
と
い

た
障
害
物
と
施
工

機
械
と
の
接
触
を
回
避
す
る
も
の

で

国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備

局
横
浜
国
道
事
務
所
が
発
注
す
る

﹁
有
馬
電
線
共
同
溝
工
事
﹂
で
の

適
用
を
検
討
し
て
い
る
今
後
は


道
路
上
障
害
物
だ
け
で
な
く
地
下

埋
設
物
に
対
応
す
る
シ
ス
テ
ム
の

開
発
も
目
指
す


　
同
シ
ス
テ
ム
は

起
工
測
量
で

得
た
３
次
元
点
群
デ

タ
を
安
全

管
理
に
活
用
す
る
も
の

点
群
デ


タ
か
ら
道
路
上
の
障
害
物
と
な

る
箇
所
の
座
標
と
高
さ
を
抽
出

し

Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
︵
衛
星
測
位
シ
ス

テ
ム
︶
で
取
得
し
た
施
工
機
械
の

位
置
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
照

合
さ
せ
る
こ
と
で

障
害
物
へ
の

接
近
を
光
と
音
で
知
ら
せ
て
接
触

を
防
止
す
る


　
国
交
省
が
発
注
す
る
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／

Ｃ
Ｉ
Ｍ
活
用
工
事
で
は

起
工
測

量
で
３
次
元
デ

タ
を
取
得
す

る

同
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
た

め
に
新
た
な
デ

タ
を
取
得
す
る

必
要
が
な
く

担
当
者
の
作
業
に

負
荷
が
掛
か
ら
な
い


　
道
路
上
の
維
持
・
修
繕
工
事
や

電
線
共
同
溝
工
事
で
は

切
削
機

や
バ

ク
ホ

と
い

た
施
工
機

械
で
の
作
業
時
に

の
ぼ
り
旗
の

設
置
や
誘
導
員
配
置
な
ど
の
安
全

対
策
を
講
じ
て
も

ヒ


マ
ン

エ
ラ

で
道
路
上
の
施
設
や
架
空

線
を
破
損
し
て
し
ま
う
公
衆
災
害

の
回
避
が
難
し
い
と
い
う
課
題
が

あ

た

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